
 

 

 

 

 

 

LINEをはじめとする SNS 上の文字のやり取りは、お互いの表情や声の調子、身ぶり手ぶりなど

が見えないコミュニケーションです。また、メールと比べて、やり取りのテンポも速く、短文中心

となるため、自分が伝えたいこととは違う意味で受け取られてしまうことも起こりがちで、いじめ

やケンカになるケースもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

例１、「どういう方法で来るの？」という交通手段を確認するつもりが、「あなたは来るな」 

という意味で受け取られた。 

例２、「カッコよくない？」と「？」マークをつけ忘れたため、「○○君はカッコいい」と 

   いう共感の意味のつもりが、「良くない」と否定の意味で受けとられた。 

例３、友達であることを確認、強調しているつもりが、「あなたは友達ではない」という拒絶 

の意味で受け取られた。 

文字だけで伝えると、その時の感情が伝わらないので、相手に誤解されることがあります。 

例１の場合、面と向かって直接「何で来るの？」と言えば、その時の表情や口調などから相手は

その意味を理解してくれたはずです。しかし、文字だけで「何で来るの？」と伝えると、自分が伝

えたかった意味を誤解されることも起きます。また、文字だけではなく、絵文字やスタンプを使っ

たとしても、それをどのような意味で受け止めるかは、やはり相手次第です。 

同じ言葉でも人によって受け取り方が違う場合があることをしっかりと認識し、メッセージを発

信する前に今一度、内容を読み直してみてください。 

「そんなつもりじゃなかったのに・・・」 

～LINEなど文字のやり取りで起きる誤解について～ 

【誤解の例】 

（例１） 

    Ａ子、「明日、駅前に遊びに行こうよ！」 

Ｂ子、「私も行きたい！」  

Ｃ子、「何で来るの？」 

（例２） 

    Ａ子、「１組の○○君、ステキ！！」 

Ｂ子、「オシャレだよね」 

C 子、「〇○君、カッコよくない」 

（例３）（失敗した A 子に対して） 

    Ａ子、「ごめん、私のせいで」 

Ｂ子、「気にしなくても平気だよ」 

C 子、「A子は友達じゃない」 


